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CaYAlO4は正方晶の結晶構造を持つ材料であり、環境負荷が小さく、熱的安定性に優れて

いるといった利点から蛍光体のホスト材料として研究が行われている [1]。我々は先行研究

において Tbを添加した CaYAlO4単結晶を作製し、放射線照射時の発光特性について評価を

行った [2]。我々の知る限り CaYAlO4の放射線誘起蛍光特性に関する報告は我々が行った先

行研究のみである。そこで本研究では、一般的な光検出器の波長感度と一致した波長域に発

光を呈する希土類元素の 1つである Dyを発光中心として添加した単結晶を作製し、X線照

射時の発光特性について評価を行った。 

Fig. 1に Dy添加 CaYAlO4単結晶の X線誘起シンチレーションスペクトルを示す。全ての

試料が 480、570、580、660 nmに発光ピークを呈した。これらのピークは Dy3+の 4f-4f遷移

に由来するものであると考えられる [3]。Fig. 2に Dy添加 CaYAlO4単結晶に X線 10 Gyを

照射した後の熱刺激蛍光 (TSL) グローカーブを示す。全ての試料で 90および 250 °C付近

にグローピークを観測した。Dy の添加濃度に伴い 250 °C 付近の発光強度が高くなってい

ることが観測された。したがって 250 °C 付近の捕獲準位は Dy 由来のグローピークである

と考えられる。 

  
Fig. 1 X-ray-induced scintillation spectra of  
Dy-doped CaYAlO4 samples. 

Fig. 2 TSL glow curves of Dy-doped CaYAlO4 
samples after X- ray irradiation of 10 Gy. 
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